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基礎看護学講座教授に就任 して

基礎看護学講座 教授 岩 元 屯糸

かつて現場 の医 音であ った身 と して は、看護学校

の学 生 さん達 の教 育にほんの断片的 に関わ った こと

があったが、大学 の場 において 、看護教育に本格 的

に携わ るようになる とは想像 もしなかった、,しか し、

看護学科に転 任す る 一年 自1∫か ら看護学科への講義が

ス ター トし、看護科 の専任の教官の 方々と接 する機

会 も増 えて、大学 での看護教育 を少 しつつ理 解する

ことになった。思 うに、看護教育 も医学教育 も、学

校で教 えるこ とので きるこ とは限 られている とい う

意味では類似 してお り、それゆ え、病棟実習や卒後

教 育が極め て重要 である。私事にわたって恐縮だが、

私 自身、学生時代 に2年 間の外来病棟実習 を課せ ら

れ、 また研修医の時 は、内科 、外科、小児科 などの

ローテーシ ョンを行 った経験があ ることか ら、第一

線 の施設における実習 と、現場の優 れた スタッフか

ら受 ける直接 的な教育が 、後 口、みずか らの職業人

と しての技量やモ ラルの確立の基礎 となることが多

い と確信 している、,以 ド、私の思い出 に少 しお付 き

合い願 いたい。

ローテーシ ョンの開始の最初の週は 、看護実習で

あったが 、この こ とは、病棟 にいって初めて告げ ら

れた。私 は未熟児新生児病棟で 、 ・週問の間 に、 日

勤 を3回 、準夜 と深夜 をそれぞれ ・回ずつ課せ られ

た,業 務の 内容 は、保育器内の清拭、児の着替え、

フ ィーデ ィング、オムツ交換 、体重の計量 、沐浴、

輸液 の調製 、観察 と看護記録の記載 など、思い出す

だけで も楽 しい気分 になる。 もっと も、や っている

時は、婦長 さんが鬼に見えた ものだった。特に、フィー

デ ィングは、や ってみ ると案外時問がかか り、 コッ

トにいる軽症の児10人 程 に ミルクを飲 ませるのに、

1時 間ほ どかか って しまうこともあ った,し か し、

注意深 く観察す るこ とと、数 を多 くこな して くる こ

とによって 、ベ ビーの個性が次第 にわか って くる と

同時 に、要領が良 くなって、哺乳時問が次第 に短縮

していった。た とえ5回 の勤務で も、その間 に、の

べ数 百回の フ ィーデ ィングを行 うわけであるか ら、

うまくな らない ほうがおか しいのである,、また 、看

護婦 さん達 も、駆け出 しの研修 医に難 しい看護の什

事 をや らせ るよ りは、乳母の役 目をや らせ るノ∫が楽

だったに違い ない。 しか し、 この作業 は大変興 味深

い効 果が あ り、患児 を抱 いて フィーデ ィングをして

いる と、お ぼろげなが ら母性 に近 い感情 と児に対す

るconpassionが 自分の中に芽生 えて くるのがわかっ

た、、また、看護の仕事の多様性 と重要 さを教え られ

た。

このよ うに、経験 か ら学 ぶskillの 場合 、体 を通 し

て しか学べ ない ことが 多い。今だか ら分か るが、 こ

の ような経験 による学習 を可能にす るのが 、基礎 的

な知識や理解力であ り、基礎 系の専 門科 目や、広 い

意 味 でのgencralartsに よって達成 され る もの で

あるC,私 は医学部の学生諸君に、職 業人と して ・生

を楽 しむため に勉学に励 む ようにア ドバ イス して き

たが、自 らの職業 を愛 して、誇 りを持 って楽 しむ と

なる と、や は り研鐙 が必要 になって くる,,そ の研鐙

のための前提 と して も基礎学 力が必要であ り、私な

どは、学生諸君が基礎学力 を効率 よ く身 に付ける よ

う、いつ も願 っている。特 に、私 の風享門である生理

学 は医学全般の 中で も、もっ とも基礎的 なものの 一

つ であ り、守備範囲 も広 く、学生 に とって は難解な

ものであ るので 、特に理解 しやす い教育 を心がける

よう努め てい る。 さて、私たちの行 ってい る医学 ・

看護学教育 とい う職業の魅 力は、学生 を人の役に 、Z

つ 人材 に育て トげ るとい う明確 な 目標 を持 っている

こ とで はないだ ろうか、,有為の人を作 ることに貢献

で きるな らば、それは、誇るべ き一一生の仕 匡}重である

と思 うこ とがで きる。つ まり、私 は学生諸君のお陰

で誇 るべ き人生 を送 らせ て 貰っているわけである,,

誠 に、喜 ば しくもあ りがたい限 りであ る.
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"私

学生諸氏にとって、自分達が講義、実習 を受けて

いる人物がどの様な輩かは関心事の一つであろうと

想像するので、この場をか りて自己紹介をしたいと

思 う。

私は、今ではもう旧き良 き年号になってしまった

昭和の24年 に和歌山県に生まれ、地元の医科大学 を

卒業する迄その地で過ごした。私の学生時代は、未

だ学生運動の残 り火が燃え盛っている頃で、学生間

にもイデオロギー及び感情的対立が存在 していた。

時代は云わゆるモーレッ社員(も う死語になったが

当時のはや りの言葉の一つ)全 盛期で、とにか く経

済最優先で国内外を問わず商社マ ンが費や したエネ

ルギーは今 とは比較にならない位だった。彼らのお

かげで日本は確かに経済的に飛躍的発展を遂げたが、

犠牲になった部分 も多数あって、色々な問題 も生 じ

てきていた。同時に世界では東西対立が厳然 と存在

していた。そういう時代にあって我々学生はその持

て余すエネルギーを閉塞感打破に向けたのであった。

材料は何でも良かった。どんな小 さな事 も対立の原

因になった。私は殆んどノンポリとして過ごしたが、

この運動によりその後の生き方に影響 を受けなかっ

た者は教師も含めて殆んどいなかったと思 う。大学

では大巾なカリキュラム改革があ り学生の自主的活

動を促す目的で4年 次の3ケ 月は基礎講座に行 くこ

とになった。私は元々細胞分化に興味があって当時

唯一最も良 く整理されていた血液の分化に関心があっ

た。基礎系の教室で血液を扱っていた所はな く、政

治的配慮で新 しくできた免疫研究室に入れてもらっ

た。ここで初めてリンパ球に接することになったが、

T細 胞、B細 胞の概念はまだなく、胸腺摘出の皮膚

移植への影響 をマウスを使ってinvitro,invivoで

調べた。生後すぐのマウスの胸腺を摘出するのが仲々

うまくいかずハサミで切除 しないでパスツールピペッ

トを使用 し吸引する方法を見つける迄かな りの時間

を費や したと思う。臨床系の科 目が始まるに及んで

それ以後免疫学 をもっと深 く勉強するということは

なかった。 しかし6年 の冬に 「臨床科学」誌で本学

第二病理初代教授 に後 になられた故板倉克明先生

の 時 代"

基礎看護学講座 教授 木 村 昭 治

(当時北大病理助教授)の ヒ トのMHCと 疾患感受

性についての総説を読み深い感銘を覚え自分 も彼 ら

の研究に参加 したい と思い立つ様になった。殆んど

臨床医への興味はなく、国試のための勉強を少 し、

あとは免疫関係の本、と言っても免疫学は未だ発展

途上の学問であり情報は限 られていたのだが、少 し

読み分からないことの多い領域であることはわかっ

たつもりになっていた。この高ぶった気持ちで相沢

教授に手紙を書 き大学院に入れて もらった。 しか し

ながらこの純粋な科学への探究心は世間の甘い誘惑

に浸食 され立派な学生 とは成 らなかった。卒業論文

は片桐教授に御指導いただき、卒業後は本学の第二

病理に入れてもらいマウスの免疫遺伝学を学ぶ事に

なった。学生時代の胸腺摘出の記憶が蘇ったが もう

あの頃のは学問と呼べない程急激な進歩 を遂げてい

た。少し慣れた頃留学の話がで、翌年に渡米、マウ

スの免疫遺伝学が面白 く本当に一生懸命仕事をした。

自分自身のデータで自分が武装 したことで自信過剰

になったこともあった。ニューヨークにいたせいも

あ り、適度の緊張と先の精神的充庸により精神状態

は常に操で落ち込むことは全 くなかった。一時は永

住を希望 しグリーンカー ドも取得 したが自分の興味

のみ家族に押 しつけることは14年後には不可能になっ

た。こうして又、第二病理にお世話になることにな

り学生諸君と接する事になった。こう書いて くると

順風満帆に見えるが海外での失敗談は枚挙にいとま

がない位である。進路の決定はいつ も難 しく、そ も

そも諸君がどういう理由で本校を希望 したかあいま

いで、ましてや どの分野に進むかは悩む所だと思う。

個々人により種々の条件の優先順位の並べ方が違う

ため他人が とやか く云 うべきではないが、自分が興

味があるか否かは最 も重要な決定要因の1つ と思う。

私はその様に生 きて きたが反論 もあろう。唯次の点

は真理であろうと思う。

e人 生は二度生 きられない=
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一
医学医療史教育の充実を模索して

原田一典先生の御退官後、本学の歴史担当教官は

4年 間空席になっていましたが、此の度、4月1日

付で私が後任の栄に浴 しました。原田先生は在任中、

御専門の北海道史関係の資料のみならず、誰 もが末

永 く活用で きるレファレンスの整備 ・充実にも尽力

されました。明治大正期の法令を網羅 した 「法令全

書」や大槻文彦の畢生の労作r大 言海」は、この半

年間、私 もしばしば参照 して多大の恩恵を受けて き

ました。私 も先生を見習い、公費による研究用図書

の購入にあたっては、教官 ・学生が末永 く活用で き

るものを選んでい く所存です。

私の専門は医学医療史です。残念ながら本学には、

当該分野に関しては蔵書がほとんどあ りません。そ

こで差 し当た り、当教室の予算 と私費で、早急に関

連基本図書の整備を図ることにしました。既にr癌

の歴史」r心 臓外科の歴史」「梅毒の歴 史」 「エイズ

の歴史」r出 産 と生殖観の歴史」「中国医学思想史」

「痛みの文化史』など、内外 の一流研 究者の手にな

る定評ある文献を多数注文 しました。 もちろん、読

みたい方々には貸出しも致 します。

さて、私に 「教授」 という肩書が冠されて早 くも

半年たちました。しか し、まだ面映ゆい感 じが抜け

ません。教授 とは 「教え授ける」と書きますが、 じ

つは、私が授業に臨んで心掛けているのは、「教え

過ぎない」ということです(も っとも、詳 しく教授

したくても勉強不足のため不可能なときも多々あ り

ます)。 必要最小限のことのみ を講義 し、あ とは学

生各自の興味 ・関心に応 じた発展的な自学自習に任

せる、というのが私の基本方針です。

学生が自学 自習の方向性 を見出すきっかけとなる

ような教授 を心掛け、そのうえで、さらに学生ごと

に、書籍紹介など、ささやかなア ドバイスがで きれ

ばと考えています。そんなわけで私 としては、むし

ろ、授業外での学生との交流 を大切にしたいと思っ

ています。

授業内容で心掛けていることは、決 して骨董趣味

歴 史 教授 近 藤 均

に陥らず、なるべ く学生の将来に役立ちそうな知識

を幅広 く盛 り込むことです。いわば、「虚学」では

なく 「実学」としての歴史学を目指 しています。授

業を通 じて、専門教科へのモチベーションがいささ

かでも高まることになれば幸いです。授業の展開に

当たっては、学生はもちろん、教官各位のニーズを

も十分踏まえ、臨機応変かつ柔軟に対処 していきた

いと思いますので、御意見 ・御要望をどしどしお寄

せ ください。

私の尊敬する或る医史学界の重鎮は、著書の中で、

医学医療史の学習効果を以下の5点 に要約されてい

ます。 ①現在の医学医療に対する理解が深

まる。②現在の医学医療に対する 「病識」が持てる。

③集学的思考と新 しい概念(コ ンセプト)の 創造 と

が可能になる。④文献に対する読み込みが深 まる。

⑤正確な記録の作成 と保存の重要性 を強 く認識でき

る。一 私の授業がこれらの点にどれほど寄与

しているか、甚だ心許ない限 りですが、ともあれ、

これらを目標に、今後、本学の医学医療史教育を充

実させてい く所存です。

教職員の方々とはもちろんですが、学生の皆さん

とも末永いお付き合いができればと念願 しています。

今のところ私が授業で接するのは1、2年 生だけで

すが、上級学年になっても時折は私の部屋を訪ねて

くだされば幸いです(ち なみに来年度は、既に学生

有志から要望の出ている某サークルの設立に協力し、

その顧問 も務めて、学生 との交流を更に深めていき

たい と思っています)。

むろん、研究者の端 くれとして、オリジナリティー

の認められるような研究も、鋭意すすめてい く所存

です(ち なみに日下の私の専門研究は、江戸時代中

期の医師三浦梅園の自筆稿本(国 指定重要文化財)

の解読や、16世紀の解剖学者ウェサ リウスの主著の

書誌学的研究などですが、ここでは触れ ません)。

よろ しく御支援 ください。
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憧 れ の 旭 川

寄生虫学講座の初代教授、久津見晴彦名誉教授の

後任として、4年 間の空席の後、本年6月1日 付で

着任いたしました。これまで勤務 していた、蒸 し風

呂的、酷暑の地、岐阜から爽やかな北の大地に移 り

住み、北海道での最初の夏 も終わろうとしてお りま

す。学生時代に2度 登 った憧れの大雪の嶺々、四季

折々の大自然の変化 を肌で感 じられる程間近に眺め

ることができる毎日という、最高に贅沢な自然環境

の中で、教室再建をさせていただくことの責任と喜

びとを感 じている毎日です。現在は8月 後半に千葉

幕張メッセで開催される国際寄生虫学会での嚢虫症

シンポジウムでの講演、座長、それに引 き続き、中

国新彊ウイグル自治区ウルムチの新彊医学院でヨー

ロッパ連合の後援によるエキノコックス症国際シン

ポジウムでの講演、英 ・仏 ・中 ・日合同のエキノコッ

クス症調査 と、その準備に追われ、夏休み無 しの毎

日です。しか し現在、教室員をあげて、てんてこま

いしていることは、この原稿締切 り直後8月17日 に、

映画 「アウ トブレーク」の舞台になったアメリカ国

立疾病情報センターの友人による寄生虫学講座の第

1回 目の外国人研究者の講演会、その翌日から大雪

山で1泊 の研究会の準備です。アメリカとデンマー

クから旭川に来られる旧友達 とエキノコックス症の

研究をしている教室関係者 とが泊まりがけで、遺伝

子から疫学までの各自の最新の未発表の研究データー

を持ち寄 り、論文作成、今後の共同研究の方向性 を

模索することを目的としてお ります。5人 の研究者

の参加による最低5編 の論文がほぼ完成することに

なります。外国人研究者の来室が講座の今後の研究

体勢に良い意味で大 きな刺激になることを期待 し、

毎年恒例の教室行事にしたいと夢見てお ります。こ

れまで1994年 度から科学研究費、国際学術(共 同研

究)助 成を受け、又学術振興会から外国人研究者受

け入れ要請を受け、アメリカ、メキシコ、ブラジル、

イギリス、デンマーク、ヨルダン、インド、インド

ネシア、ネパール、中国、韓国か ら研究者を受け入

れています。「外国人研究者が日本に来 られたら、

寄生虫学講座 教授 伊 藤 亮

旭川にだけはどうしても来てみたいと言わしめるだ

けの魅力ある研究室にし、毎年、大雪山で地酒、地

ビールを飲み交わしなが ら研究談義、人生談義がで

きる活発な教室にしたい!」 、「国際的に通用する共

通語 としてのオリジナリティの高い研究の推進が講

座関係研究者の必要条件 という共通認識に基づいて

一丸となって研究に励みたい!」 と考えております。

さて、日本の大学教育における一般教養教育の充

実化が叫ばれている中で、医系大学においては一般

教養教育の軽視傾向が強 く見受けられます。このこ

とは、これまでの全人格的医者の養成に逆行するよ

うに思えてなりません。また、大学の活性化の為に

は他大学のコピー的な体制の模倣ではな く、大学の

理念に基づ くオリジナリティの確立が最 も重要、こ

の日本一恵まれた大自然に相応 しいオリジナリティ

とは何なのか?等 々考えあ ぐねてお ります。

憧れの大雪山の懐に入って、このような思考をす

るのが一番 と、大自然の中に出かける努力をしてお

りますが、実際には大自然の中での楽 しみ方の模索

に終始 しております。ニセイチャロマ ップ川での最

初の釣 りで30セ ンチのオショロコマが ヒが り、今夏

最後の大雪湖上流ヤンベタップ川での釣 りで40セ ン

チのアメマスが ヒが りました。上記のタイムスケジュー

ルから釣 りどころではなかったと反省 してますが、

カムイ(ヒ グマ)と の出会いを不安に思いつつ も、

内地産よりも大 きな道産魚の力強い引きを楽しんで、

実物を手にしたか らこそ夏休み返上の毎 日に耐えら

れると勝手な弁解をしなが らスライ ド作成に追われ

ております。この超過密スケジュールに夏休み も取

らずに協力 してくれた教室員の皆様に感謝 してお り

ます。9月 後半に1ケ 月ぶ りに戻ってきた時、大雪

山の秋が どのように映るか楽 しみです。また旭川の

冬に対 しても格別の期待と不安とがあ ります。深々

と降る粉雪を眺めながら好 きなブラームス、いやチャ

イコフスキーでも聴 くの も悪 くないなと!皆 様、よ

ろしく御指導 ください。
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医学科第1学 年 中島 翠

旭川医大に入学 して もう3ケ

月が過 ぎようとしています。入

学 したばかりの頃は今まで触れ

た事のなかった分野や膨大な量

の知識にどう取 り組めばよいの

か惑 う事 もあ りました。今までとは違い授業だけで

理解できるものが少なく自分が本当に理解するため

には自分で行動を起さなければなりません。与えら

れる知識の量の多 さに思わず尻込み しそうになる時

もあ りますが可能な限り積極的、攻撃的に学業に取

り組んでいきたいと思います。

医大 というのは本当に様々な経験 と個性 を持った

人々が集まっている所で もあ ります。自分の視点 を

少 し変えてみた り今まで経験 した事のない分野に飛

び込んでみると存在感溢れるとても魅力的な人々に

出会えます。私自身、学校生活に慣れて来た頃少し

落ちついて地に足をつけて周 りを見回 してみようと

思い、少 し立ち止まって深呼吸をしてみました。す

るとそれまで気づかなかった物事の重要性や人の存

在が見えてきました。何が大切で何 を掴 まなければ

ならないのか、ただ漠然 と毎日を過ごすのではなく、

それらをいつも感 じなが ら日々を過ごしていくため

には常に自分が何を感 じ何を考え、そ してどう変化

しているのかを意識 し続ける必要があると思います。

将来どの分野に進むにしても信頼され、どのよう

な患者さんであっても支えてあげられる医師になら

なければならないと思います。医師としての特別な

技術、知識を最大限発揮する事 ももちろん必要です

が患者さんと共に病気に立ち向かうために患者さん

の心 と触れ合う事ができなければ医師として不適切

ではないで しょうか。

私は将来、医師としてそ して人間として患者さん

を支えてあげ られる医師にな りたいと思います。そ

のためにもこの旭川医大を可能な限り努力を重ね、

人間的に奥行 きと深みのある医師になるための経験

の場 として6年 間を過ごしていきたいと願っていま

す。

[=======一 一一
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看護学科第1学 年 村上 正和

これからの4年 間

旭川医科大学に入学 して、旭

川に来て努濤の4ケ 月が過 ぎた。

高校3年 間と浪人1年 間、"勉

強"と いう言葉を忘れ遊びほう

けた自分がこの旭川医大で看護

を学 ぶこ とがで きるの は、奇跡 ともいえるこ とで 、

今 自分 は神様 を信 じて もいい とも思 える気持 ちだ。

この4ケ 月、たった4ケ 月にいろいろなことがあっ

た。入学 式には 自転車 に乗 った まま胴上 げされ、入

学 して しば ら くは先輩方 のアル コールによる手厚い

(手荒い?)歓 迎 、慣 れない ・人暮 ら しで金が な く

米 ばか り食べ る生活……等 々。あげ出 した らきりが

ないほ ど。で もそんな中で友 人や先輩方 と出会 えた

ことが この大学生活の一番の収穫ではないだろ うか。

前へ進 む道 は違 って も同 じ目的 を持 った仲 間達 、互

いに磨 きnい 、助 け合 える仲間達 を見 つけた。これ

か らもこんな僕 をよろ しくお願い します。

さて次 は柄 に もな く真面 目な話 を してみ よう。

た まに 自分 は看護 の道 を選んだ 自分 に疑 問を持つ

ことがある。"何 故看護 なのか""看 護 とは どんな

ものなのか"そ のこ とに自分 な りの答えは持 ってい

て も、それが 本当に合 ってい ることなのか、心 の奥

底か ら思っているこ となのか と言われれば 自信が な

い。で も実際 、今 自分 はここにい る。 この大学 に今

立 っている。 もうこ うなったら自分が信 じた道を進

む しか ない と思っている。 「や る と きはや る。 や る

ことはやる。やれるだけや る。」 これは 自分 の高校 、

そ して 自分 自身の座右 の銘であ る。 このb葉 を胸 に

日々切磋琢磨 し、信頼 で きる仲間達 と、 自分 にプラ

ス にな る楽 しい大学生活 、そ して 自分に 自信 を持 て

る確 固た る人生 設計 をこの大学で築いてい きたい。
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ひ

u+じ のん いら

沖 潤 一

小児科 学講座

旭 川医科大学

小児科学 は、治療 は勿論
のこ と、発達段階 にある

ヒ トにおける疾病が 、そ

の後の人生 にどの ような

影響 を及ぼすのか を解明

す る学問です。遺伝子 レ
ベルから親の心理に至る幅広 い知識が必要 で、対象 となる患

者さん も、超低出生体重児 、骨髄移植 も必要 となる血液 ・悪

性腫瘍 など多岐に渡 ります 。最先端 の治療 ・診断 を行いなが
ら、 ・人の独立 した ヒ トとして包括的 に子供 を診 ることが、

小 児科学の真髄で しょう,,こ の面白さを、講義や実習 を通 し

て学生 さんに伝 えてい きたいと思い ます。

ふ り が な

氏 名

所 属

出身大学

ひ とq

U4か た たかし

棟 方 隆

第「外科

旭川医科大学

臨床では上部消化管(胃

や食道)の 外科治療を中

心に仕事をしております。

学生教育や研修医教育に

も先輩 として力を入れているつ もりですが 、時 に入れ込 みす

ぎて空振 りも目立ちます。休みのHに は川で魚に遊んで もらっ

た り、蕎麦 を打 った りして います。

ム リ が なllt)も り ゆき ぢ

氏 名 大 森 行 雄

所 属 第一解剖学講座

出身大学 帯畜大獣医大学院

ひ と 言 これまでは形態屋 と して

固定 した組織、細胞の形

態美 を迫求 して きま した

が、これか らは形態屋 が苦手 とす る生 きてい る組織 や細胞 で

機 能美 も迫求 してみたいと考えてい ます。 どうぞ よろ しくお

願 いいた します。

民 りが茗liLat賛 萌

所 属 生理学第一講座

出身大学 北海道大学理学部

ひ と 言 大分の夏の暑さに耐え切

れず 、学生時代 は札幌 で

涼 しく過ご した ものの、

最初の赴任地 は山梨医 大。暑いは寒いはの典型的盆地型気候

で した。旭川 も同型の ようですが、冬の寒 さは、最 近始 めた

冬眠 ・超低体温の研究 にもってこいの気候 で しょうか?

齢

名

属

学

言

駄

と

氏

所

出

ひ

石 川 志

基礎看護学講座

北 海道 大学大学院

吉 田兼好が 「徒然草」の

中で 「かつお」 を ト魚 と

したの に対 して 、江戸庶

民が 「初がつお なに兼好

が知 るものか」 とい う川柳で反発 したそ うで すが 、「看護学

なに形態学者が知る ものか」 といわれ ない ように したい と思

い ます。看護学科 の教育 と研究活動の なかで私な りの個性 が

出せればいい と考 えています。

み り が な まつ うら かrよ

氏 名 松 浦 和 代

所 属 臨床看護学講座

出身大学7・ 葉大学大学 院

ひ と 言 専門分野は小児看護学で

す.特 に、先天性疾患 を

もつ ∫ども達 とその両親

へ のケアに関心 をもってい ます。救命 された子 ども達が 、そ

の後 い くつ もの困難 を乗 り越 えてた くまし く成長 していけ る

よう支援 したい と考えてい ます。

み り が な

氏 名
所 属
出身大学

ひ と 言

きFう ま さ のニ

佐 藤 雅 子

地域保健看護学講座

東 洋大学大学院

20年 近 く北海道 を離れ 、

本年3月 まで東京の東邦

大学医療短期大学 に勤務

してお りま した。近年、

地域看護学の分野では、

高水 準ケアの効率的提供 のため 、大学院 レベ ルの教 育 を必要

とす る専門看護師認定制度 が設置 されてい ます。 こうした状

況 をふ まえ、本学 では自律 的で創造的 な実践 活動ので きる看

護婦(士)の 育成 に努めたいと思 ってお ります。 どうぞよろ

しくお願い申 しあげます 、

一7一

民 りがa篶 糖 簾 上

所 属 放射線部

出身大学 旭川医科大学

ひ と 詩 専 門は胸腹部の画像診断、

血管造影お よびIVR。

画像診断学 を通 じて臨床 に貢献する こと、有能な画像診断医

を育成す ることを目標 に してい ます。趣味はサ ッカー、少年

団の指導 を手伝い 自らも しぶ と く現役 を続けてい ます。
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ム0が な

氏 名

所 属

出身人学

ひ と 言

Y3も と ひろ し

山 本 浩 史

第一外科

旭川医科大学

近年 、成人病 としての循

環器疾患が増加傾向にあ

り、移植 も含めて心臓 血

管外科学 に対す る社会か

らの要硝は高 まりつ つあ ります。私 は まだ未熟 な心臓血管外

科医であ りますが、第一外科の場 を借 りて、診療、研究、教

育 を通 じ大 きく社 会に貢献 で きればと思 います。洒落 も冗談

も言 えない退屈な性格 です が、 どうぞよろ しくお願 い中 しL

げます。
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言
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獄
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ひ

か1き か あき とし

柿 坂 明 俊

第二外科

埼 玉医科大学

診療は ド部消化管(腸 疾

患お よび肛 門疾患)を 担

当 してお ります 。今後 も

増加傾向にあるこの領域

の早期診断及び根 治治療 をめ ざ したい と思い ます。医局にお

いては医局長業務 を任 され、医局 員及 び関連病院の先生方 と

の連絡、交渉な どの仕事 をこな しなが ら日々過 ごしてい ます。

ム りが な

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

ひら よし き

平 義 樹

解 剖学第一=講座

旭 川医科大学

基礎研 究に惹かれて解剖

学教 室の門を叩 き、以 来

松 果体 を観つづ けて参 り

ました,,解 剖学 教室 とい

う立場柄 、学生 を指導す る機会 も多いのですが、浅学のため

か教 える事 の難 しさを痛感 してお ります、,今後 ともよろ しく

お願 いいた します,,

な
名

属

学

言

"

駄

と

ん氏

所

出

ひ

の要 因が複雑 に関 与 してお り、その

というのが 自分の夢です、,学生 には、病理病態解明 のプロセ

スの楽 しさを知 ってもらいたい と思ってい ます,,

ド とう けい ケけ

佐 藤 啓 介

病理学第二

旭川医科大学大学院

免疫疾患におけるT細胞

応答や抗原内責任部位に

ついて解析中です。疾患

発症や病態形成には多く

過程でも極めてみたい

ふ り が な

氏 名

所 属

出身大学

ひ と言

たけ だ なお さ

武 田 直 樹

整形外科

北海道大学

骨軟部腫蕩 と脊椎外科 を

担 当 しています。原発性

骨軟部腫瘍 は頻度の低 い

ものですが 、転移性の骨

腫瘍 は頻 度 も高 く、その

マ ネジメン トでは各科 の先ノkのお役 にたてると思い ますので、

よろし くお願いいた します。脊椎外 科で もやは り転移性腫瘍

に対 して、'F術 治療 と保存療 法 の間 を占め るlessinvasive

な治療法の確立 を目指 してい きたい と思ってい ます 。

ム り が な

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

おむ ひら もか ゆa

大 亀ド 基 之

第三内科

旭川医科大学

第三内科入局以来、肝疾

患全般の研究、特に原発

性肝細胞癌の診断 と内科

的治療 を行ってきました,

また高後教授着任以降はそれ まであ まり行 われてい なかった

アルコール性臓器障害の研究 も行 っています(1平 成10年10月

か らは医局長 になりますので、医局 全体 をみす えて 、頑張 り

たいとW.i:..います。

ふ り が な

氏 名
所 属
出身大学
ひ と 言

{3!'つ か あ き ら

程 塚 明

脳神経外科

旭川医科大学

私が まだ中学生の頃、恩

師の母上が クモ膜 ド出血

で倒れ、文字 どお り死線

を彷得 ってお られ ました、、

ところが 、1か 月後 、何

とその母上が元気に現わ

れて、一一同 ビックリ しま した。 これが私 と脳神経外科 との最

初の出会いです。それ以 来、脳神経外科医 を目指 して高校 ・

大学 と進み、卒業早や10数 年 にな りますが 、あの時の驚 きと

感動 は忘れ られ ません。脳 の世紀 な どともてはや されてお り

ますが 、未知の分野は多 く、地平線 はい まだ遠い感があ りま

す 。今後 も一歩ずつ着実に進んでい きたい と考えてお ります,,

ふ り が な

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 言

アけ い あきら

武 井 明

保健管理 センター

旭 川医科大学大学院

精神科 医 としてこれ まで

不登校や摂 食障害な どを

旱する思春期 の子 どもの

治療に関わ り、子 どもの

内面を理解することの難 しさや、親や教師 を支えるこ との重

要性を実感 した。保健管理セ ンターでは、学生の良 き相 談相

手 となって、学 生が充実 した大学生活 を送れる ように援助 し

てい きたい、、
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講 師 紹 介

ふ り が な

氏 名

所 属

出身 大学

ひ と 藷

なか い ひろ オみ

中 井 啓 文

脳神経外科学講座

旭川医科大学

4月 より、6年 ぶ りに ま

た大学にお世話になって

い ます。卒後19年 を振 り

返 ると、研 修医、実験研

究 、 線 病院 と、それな りに没頭出来た ように思い ます,,人

学 は教育 、診療 、研究 いずれ も疎か にlh来 ない責務があ りま

すが 、患 者さんの痛 みを理解 出来る臨床医 を育てる上で、い

くらかで も力になれれば と思.,て い ます,,官 しくお願い致 し

ます。

ル リ か な

氏 名

所 属

出身大学

ひ と 昌

あ な ぱ しゆ ん

秋 葉 純

眼科

旭川医科大学

4月 か ら大学 に戻 りま し

た。大学 の教官は、教育、

臨床 、研究のすべ てをこ

なすスーパーマンでなけ

ればな らず 、凡 人にはな

かなか人変なポジシ ョンです 。眼科 は手術 ビデオや眼底写 真

な どビジュアルな素材が 多いので、できるだけ視覚 に訴 える

講義iをしたい と思 いますO

ふ り が な

氏 名 茄 縷 予・爵

所 属 臨床看護学講座

出身大学 旭川大学

ひ と 言3月 まで附属病院で 、看

護(情 報)シ ステムの構

築 を担'llし てい ま した 。 実践 の科 学 と しての 石護 を 、臨 地 実

習 や演 習 を通 して 、学/1・と と もに考 え て行 きた い と思 い ます,、

な
名

属

学

言

け

獄

と

ん氏

所

出

ひ

おので り かず ひニ

小野 寺 一 彦

第_外 科

旭川医科 人学

現在 、臨床 では胆 ・膵 を

担 当 し、研究 では肝細胞

移植 、ラ ッ ト肝癌 モデル

を使 った多発癌 治療 、免

疫 寛容 のメカニズムなど

を主題 としています,,

医療 とサ イT,ン スにおける情報 開示 の波が 、大学 のi.き 残 り

をかける競争原理 として働 き、教 育のバラ ンスを も変貌 させ

てい く時代 と認識 してい まつ 。 どうぞ宜 しくお願 い しまづ 。

C.

[ 研 究 室 紹 介

生理学第二講座 助手 幅 口 竜也

現在、本講座 は坂本尚志教授 以下、高草木薫講師、

幅ii竜 也 ・斉藤和也 ・杉本純f助 手と野村学研究生、

長 岡泰司大学 院生 、そ して秘書の佐々木恵子 さんの

計8名 で活動 してい る、,本年度 よ り、金沢(耳 鼻科)

か ら斉藤助 手、東京医科歯科(小 児科)か ら杉本助

手が加わ り、いっそう活気 あふれ る教室 となった、,

本講座は神経生理学 についての教室 を担 当 し、研

究 において も神経生理 、特 に運動の発現 に関す る研

究 を行 っている。坂本教授 は現在 は主に、発声 の発

現 に関す る研 究を行 ってお り、日常生 活において も

自 ら研 究テーマを実践 されてい る。 また高草本 講師

は、筋緊張の制御系(基 底核疾患 の病態)の 研 究を

行 ってい るが、長年 の肩 こ りに悩 まされ、 よ く助 手

部屋 に来ては、肩 もみをご希望 になる(肩 もみ係 り

は、大抵、ラクビー部 出身σ)斉藤助 手 か若い 長 岡院

生 であ る)。 幅 口は筋 緊張の 制御系 に 関す る研 究 を

高草木講師 と共に行い、 また ・見無目で恐 そ うな斉

藤助手(自 称 、お茶liな スキ ンヘ ッ ド)は 嚥下 に関

す る研 究 を坂 本教授 と共 に展開 しようと している。

さらに杉本助手(他 称 、口爆 弾娘)は 睡眠 と基底核

に関す る研究 をすすめてい るC,長 岡院生(自 称 、サ

ン ドバ ック)は 眼科か ら最新 式の機 械 を持 ち込み、

眼血流 に関す る研 究 を日夜行っている。秘 肖:の佐 々

木 さん(元 ミス美瑛 とい う噂 もあ るが)は 、明 る く

仕事 も的確 にこな して くれ る。

本講座 に興味 をお持 ちの 方もお持 ちで ない方 も、

お気軽 にお立 ち寄 り下 さい。

騨 繍 塗 蝋}
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「二 卒 業 生 の 動 向
去 る3月25日(水)に 本学 を卒 業 した100名 の 勤 務(連 絡)先 は 次 の とお りで す 、、 (学生 課)

lL名 勤 務(連 絡)先
一

氏 名一一

鈴 木 一ru仁

鈴 木R子

鈴 木 泰 之

巣 山 環

高 山奇 英 気

高 橋 邦 彦

滝 沢 修

竹 内 淳

川 中 和 李

1t二 ひ とみ

L屋 健 二

戸 崎 貴 博

人 柳 玲 嬉

野 ～畢 崇 志

長 谷 龍 之 介

春 山 恭 子

舩 津 宏 之

水 」.創

宮 田H.

向 井 淳7一

森 ド 健 康

山ll祐 司

若 槻 尊

渡 辺 人

勤 務(連 絡 〉 先
『 一

{講 座)

こ講座)

青 野11美

石 川 陽 ・

石 崎 竜 牛

月'高 由記 了一

森 祥 ∫一

伊 藤 眞 史

井 ヒ 明 大

井 原 欣 幸

人宇 川 智r・

餌 取 博

人 坂 雅 典

大 惰 誠

岡 澤 林 太郎

沖 崎 賓 琢
Ill斐 健 一

鏡 水 穂

片 岸 美 帆

亀 山 崇

岸 部 麻 里

1:藤 耕

櫻 川 ヘリ ・郎

佐 藤 甜 紀

清 水 淳

鈴 木 浩 司

宗 未 来

高 橋 収

高 群 浩 司

竹 内 茂

谷 山1'll之

津Hl宏 重

坪 月'謙

永 寧 晃

中 村 しづ か

西 山 隆 ・卜r

橋 本fr

服 部Y,f申

久 田 幸 山

廣 島 康

藤 澤 良 樹

堀 内 克 蔭

水 ヒ 周.畠 関 哲 矢

光 部 啓 治 郎

皆 川 祐 一T一

森 合 重 誉

森 孝 之

lll中 康 裕

山 本 美 欠口郎

1If田 直K

渡 澁 羽 也

阿 部 軍 見

片 内 康 之

池 「H大 輔

石 川 浩 之

ノ「EI匹 ㌔.樹

今 村 恵 美

人 矢保 仁 史

人 沼 淳

瀬 川x樹

岡 川 憲.

長 内 洋 史

角 谷 昌 俊

川 邊 康 代

木 村 大 輔

久 我 高 志

栗 山 周 ∫・

占 谷 光 久

小 前 隆

小 松 成 綱

阪ll雅 洋
Ib.田 高 起

佐 野w敏

宍 戸 明 ∫・

柴 川 直 美

自 木 品
杉 本 昌 也

旭 川医 科 大学(産 科 婦 人科)
旭 川医 科 大学(麻 酔 科 蘇 生 科)

旭 川 医 科 大学(眼 科)

北 海 道 大 学 医 学 部(精 神 科)

東 京 女子 医 科 大学

北 海道 大学 医 学 部(放 射 線 科)

札1幌 勤 医 協 中央 病 院

札幌 医 科 大 学(眼 科・)

札 幌 勤 医 協 中 火病 院

旭 川医 科 大 学(放 射 線 科)

旭 川医 科 大 学(眼 科・)

宮 城 県 国立 仙 台 病 院

札 幌 医 科 大学(第 ・内 科)

m山 県 国立 岡lll病 院

旭 川医 科・大学(皮 膚 科)

弘 前 人学 医 学 部(小 児 科)

旭 川 医 科 入学(第 ・外 科)

旭 川 医 科 人学(第 ・内 科)

北 海 道 大 学 医 学 部(内 科)

東 京 女 ∫医 科 大学(泌 尿 器 科)

慶 感 義 塾 大学 医 学 部(精 神 科)

北 海 道 大 学 医 学 那(第=外 科)

東 巧(大学 医 学 害豚(11多hkタ下科・)

旭 川 医 科 大'r大 学 院(内 科 学 第 三講'AfA)

旭 川 医 科・大学(第 ・内 科)

旭 川 医f'(大 学 大 学 院(1悩 神 経 外 科 学 講 座)

ピ1治医 科・大学 大宮 病1執:

旭 川 医 科 入学(第 一外 科)

東 京大 学 医 学 部(麻 酔 科)

慶 感 義 塾 人学 医 学 部(眼 科)

旭 川 医 科・大学(皮 膚 科)

旭 川 医 科・大学(眼 科)

ゴヒを毎三」》Lノ入こ学 医'学音r(整 月多夕乍千1・)

愛 知県 春a井 市民 病 院

北 海 道 大学 医 学 部

群 灼 人学 医 学 部(第 一 内 科)

旭 川 医 科 人 学(第=外 科)

北 海 道 た学 医 学 部(内 利・)

旭 川 医 科 大学(第 一 外 科)
匹栂k医 科 歯 科 大 学 医 学 剖～(庭 婦 人科)

旭 川 医 利一大学(耳 鼻.11因ロ侯科・)

北 海 道 大学 医 学 部(放 削 線 科)

九FI)Il医f'1大学(整 升多夕下科・)

名 占屋 市 名 占屋 搬 剤 会 病 院
」ヒ汀サ三直人こ学1ケミ学 音匡(第 幽.夕下看={・)

体{北大 学 医 学 部(皮 尉 科)

旭 川 医科 大 学(整 形 外 科)

旭 川 医 科 大 学 大 学 院(内 科 学 第 三講 座)

北 海 道 大学 医 学 部(内 科)

札 幌 勤 医 協 中 央 病 院

北 海 茄 人学 医学 部(内 科)

旭 川 医科 人こ学 大 学 院(外 科学 第 一講 座)

旭 川 医科 大 学(小 児 科)

旭 川 医 科 大 学(第 二 外 科 〉

札 幌 勤 医 協 中 央 病 院

高 知 医 科大 学(脳 神経 外 科)

旭 川 医科 大学(耳 鼻咽 喉 科)

旭 川 医科 大学(第 一内科)

千 葉 県r・ 葉 徳 洲 会 病 院

弘前 大 学 医学 部(第 一外 科)

順 友堂大 学 医学 部(外 科)

旭 川 医科 大 学(眼 科)

神 奈 川 県 湘南 鎌 倉 総 合 病 院

北 海 道 大学 医学 部(放 射 線 科)

痕京 都 河北 総 合 病 院(内 科)

京 都 府 立 医 科 大 学(麻 酔 科)

旭 川 医 科 大 学(整 形外 科)

旭 川 医科 人学(麻 酔 科 蘇 生 科)

千 葉 県 松 戸 市 立 病 院

旭 川 医科 大学 大学 院(内 科学 第 一三講 座)

愛 知 県 厚 粥 聖加 茂病 院
旭 川 医 科 人学(小 児科)

旭 川 医科 大学(第 二内 科)

旭 川 医科 大 学 大 学 院(内 科学 第

旭 川 医 科大 学(第 ・内 科・)

1ヒ2毎却邑人こ学:医'学音B(ノj・児 科・)

旭 川 医科 人学 大学 院(精 神 医学 講座)

4ヒ2毎道 人:'sLz;'r'fiS(内 科・)

旭 川 医科・大学(第 一外 科,

旭 川 医科 大学(皮 膚 科)

旭 川 医科 大 学(眼 科)

名 占屋 大 学 医Y-bll1'11

札 幌 医科 大 学(小 児 科)

白 治 医科 人学

北 海 道大 学 医学 部(第=外 科)

旭 川 医科 大 学 人 学 院(内 科 学 第

「葉 人学 医 学 部(放 射 線 科・)

旭 川 医科 大学 大 学 陽二(法 医学 講座)

北 海 道 大学 医学 部(循 環 器 外 科)

東京 医科 歯 科大 学 大 学 院(精 神 医学)

旭 川 医 科 大学(泌 尿 器科)

旭 川 医科 人学(眼 科)

県 、'r.隔島医 科 大学(第=内 科)

4L巾晃医不斗・A'r(ノ ト;n.千ヨ1・)

ρ 「.v凹 一一...「

第45圓北海道地区大攣体育大会
～ ・甲 ・一 一

第45回 北 海 道 地 区 大 学 体 育 大 会 が 、 北 見L業 人 学 の 当 番 で 、

7月10rl(金)-13日(月)ま で 開 催 され た,、

本学 か ら は男 ∫・10種ll、 女子5種F1に 参 加 し 、 ソ フ トテ ∴ ス

男r準 優 勝 ・陸 ヒ競 技 女 子 、 準硬 式 野 球 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル 女

子 、バ ド ミン トン 女子 が そ れ ぞ れ 第3位 、 総 合 成 績 で も);・ 女

とも着 戦 ・健 闘 し 、r位 入 賞 を 果 した 、,

参 加 種 目の 成 績 は 次 の とお り.(学 生 、i果)

競 技 種 目 f憂 勝 準 優 勝 旭川医科人学

総 合
男

女

道ris大 旭 川 大

酪 農 学 院

第5位

第4位旭 教 大

陸 上 競 技 男 学 院 大 一
旭 教 大

北 星 学 園

旭 教 大 ・ 一一 一一 一.

一 一.一 一 一"

室 北N学 園
一
第:ifウ

第:i「:∫
.一 一

準 燭 勝
一 ・

陣 ・ 付、=..一一

ニ ー.一一一一.-Lアア

ー一.幽一.一一一
幽一一

一一一.一一.一
一.-一

π7.一.

需.一一1;.π一7

案 』一'n-一 位

準 硬 式 野 球 函 教 人
ソ フ トT.Lス 男 道1.大 医 人

、

バ ス ケ ノ ト.ド ル
男

女

男

道 都 大 教 κ

旭 穿ゼ 大 孜 大一一
ハ レ ー ポ ル

札 教 ヌξ 1入

旭 教 大 教 大
一

サ ・ノ カ
ー

匡;[

女

男

道 音区 大

頽

力ll

札

道

釧

学 院 大

樽

国

力吐

学

一
学 園 北,!4

川 大

北 海 学 園球

バ ド ミ ン ト ン

道

男 旭 商 左

4 苫 駒 澤 た
一.

際 人一
男

遇

函 館x 川 尺

一 院 人一
学 院 大一
輔

剣

り 道

ポ ー

一
樽 商 尺

酪 農 学 院

人

女 =二.一 一'一一幽一一一一.一曾一;二= .

一.一一一山一一一
ハ ン ド ル1 道 都 1酌 人

一

一 騨獅 灘
〆ゼ

、畳

墾 「{
・ 塚 ㍉

1郵 篇_に 論 。、

瓢 燃、・ レ"

醗騨鱒

,「響灘

,馨、

・磁 灘灘
馳 欝、.

,熊

聾塗馳翻i

一10
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第41回 東 日本医科学生総合体 育大会(夏 季 部門)が 、 北里 大

学医学部 の主管で7月25日(十)か ら36大 学 が参加 して行 われ
た。

本学か らは男女あわせて28種 目に参加 、ソフ トテニ ス(男)・

弓道3位 、バ レーボール(女)4位 等上 位入 賞 し好 成績 を残 し
た。

参加種 日の成績 は次の とお り。(学 生課)

覆、有一 ～ 』撃 優 勝 準 優 勝 旭川医科大学

・ 上 競 技i男
筑 波 大 7位

女
昭 和 大
筑 波 人 女 子 医 大 曹曽r'

曹一曹〆

準 硬 式 野 球 弘 前 人 新 潟 大
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平成10年度 後期分授業料免除

及び延納 ・分納について

平成10年 度後期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生課専門職員(厚 生担当)か

ら必要書類 を受け取 り、申請期間内に提出してく

ださい。

免除基準の概要はつぎのとお りです。

*経 済的理由で授業料納入が困難であり、かつ、

学力優秀 と認められる場合

*授 業料納期前6ヵ 月以内において学資負担者

が死亡、又は本人若 しくは学資負担者が風水

害等の災害を受け、授業料納付が著 しく困難

であると認められる場合

なお、免除基準及び申請期間については、公用

掲示板 に詳 しく掲示 してありますのでご覧 くださ

いo

また、不明な点は、専門職員(厚 生担当)に 問

い合わせ願います。
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学生教育研究災害傷害保険の

加入について

本学は、学生の正課中 ・課外活動中 ・進学中及

び大学の授業等、学校行事又は課外活動で施設問

移動中における災害事故補償のために 『学生教育

研究災害傷害保険』の賛助会員大学となり下記の

とお り加入受付事務等 を行ってお ります。本保険

は、学生の相互共済を基本 として運営されており、

学生生活中の万一の場合に備え、全員加入の方針

をとっております。

加入を希望する学生は学生課専門職員(厚 生担

当)に 申し込んで ください。

1.受 付期 間

2.受 付 窓口

記

自 平成10年10月1日(木)

至 平成10年10月30日(金)

学生課専 門職員(厚 生担当)

平成10年 度 日本育英会奨学生の

募集(2次)に ついて

日本育英会は、優秀 な学生で経済的理由のため

就学困難な者に学資を貸与 してお ります。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づき、

出願者の種々の条件を考慮 して選考を行い、日本

育英会へ推薦 します。

ただし、日本育英会では奨学金貸与の種別ごと

に推薦基準が定め られてお り、その資格があって

も採川枠の関係で推薦で きない場合があ ります。

奨学生募集要項を、8月 下旬に公用掲示板 に掲

示 しますので、貸与を希望する学生は、提出期限

までに所定の書類を学生課専門職員(厚 生担当)

に提出してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、専門職員

(厚生担当)に 相談 してください。
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7月23日(木)外 国人留学生夏季 オリエ ンテーション

及び交流会が実施され、在籍留学生17人 中9人 とその家

族8人 及び教職員が参加 しました。

大雪窯では全員が体験陶芸教室に参加 して花瓶や灰皿、

徳利など思いお もいの作品に挑戦 し、つま揚fで 描いた

自分の画にご満悦の留学生が多勢お りました。

アイヌ記念館では民族舞踊を観賞 し、中国東北部 との

文化の近似にも触れた解説にうなづ きつつ、北海道の歴

史から遠 く故郷へ想いを馳せた中国人留学生 もいたよう

です。(学 生課)

教 官 の 異 動

昇 任H10.6.1寄 生虫学 教授 伊藤 亮

辞 職HlO.6.30第 二外 科 講師 加藤 和哉

昇 任H10.7.1第 二外科 講師 小野寺一彦

採 用H10.9.1生 命科学 教授 林 要喜知

。,・,漏 嵐

陣類 ・
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松 谷 洋 子

命 がけのハ ンバ ーガー

私は主 人の仕事の関係でナポ リの南西 にあるサ ン

ビー トとい う町 に住んでいた ことがある。そ こに小

さなアメ リカ人 のコ ミュニテ ィーがあった。週末 に

なる と片道6時 間余 り運転 して泊 ま りがけでナポ リ

にあるマク ドナル ドに行 くのが ここに住 む人達の唯
・の楽 しみ で あった 。私 は いつ もマ ク ドナル ドに

"さ ん まの開 き"が あればいい の になあ
,.と 思 った

ものである。昔 、私の若い 頃"ナ ポ リ夢 の 国"と い

う軽快 な歌があ ったが 、当時 は少 々どころか大 変様

相 を異に してい た。 とい うの はこのマ ク ドナル ドに
"BUMBHTREADING(爆 弾 お ど し)"の

予告電話が入 り、過去 に既 に事故が起 きている。故

郷 アメ リカ本場のハ ンバ ーガーに思い をはせ る老若

男女 に'一 炊の夢"の よ うなweekendfeastを 楽 し

ませ て くれるナポ リのマ ク ドナル ド...。 片 道6時

間 と簡単 に言 うが このアメリカンコ ミュニテ ィの人々

に とっては全 くnightmareの よ うな長 い長 い6時

間なのである。なぜ な ら、イタ リアの シアス タの文

化が作 り出 した交通規制が もた らす ところの交通事

情の難関 を突破 しなければナポ リ脚は夢の また夢 なの

であ る。サ ンビー トの町はず れか らス ピー ドクイー

ンの イタリアの国道に入る。ここは時速制限な しの

イタリア街道である。ス トレス100%で 走行 して ゆ

くと救急車が きた。主人が徐行 して車 を道の横 に止

め ると救急車の後ろに着 いて きたポ リスが きて、止

まらず 、徐行せず走れ とい うお しか りを受けた。そ

して、長い長い6時 間が終 わろう とす る頃、最後の

難問が用意 されていた。その 日は雨であ ったので助

手席の私 も生 きた心地が しない。まず、歩道 を車が

走 っていた。3車 線 を4台 の車が走っている。時々、

側反対か ら車が走って きて2台 の車が クラクシ ョン

を鳴 らし合いおh:い にゆず らず根 くらべを している。

今 まで に経験 した ことのない驚 くべ き光景である。

そ うこ うす る内 にやっ と、マク ドナル ドであ る。駐

車場の先客の間 を縫って駐車 し、主人 よ り一歩お く

れて店 に入 った。

私 は 日本食の ないマ ク ドナル ドにはなんの魅力 も

な く、私 はゆ っ くりと座 りお もむろにメニ ュー を見

るが 肉を食 しない私の選択支 は少 なか った。その内

に、入 るって来 る客 よ り出て行 く客の ほうが多 く成

たが 、私 はまだメニ ュー を見ていた。 そこへ突然 主

人が 来て、 私の腕 を引ば って外へ 連 れ出 された。
"爆 弾脅 し"で ある

。そん な危 険 もなんの その毎 週

多 くのアメ リカ人達 は"故 郷 の味"に 心躍 らせ て こ
のナポ リに来るのであ る。"食 は心 を楽 しませ 、体

を喜ばせ る"と い う事 を この時 ほ ど痛感 した こ とは

ない。けが を して も、 もしくは死んで もいい 、あの
マ ク ドナル ドのハ ンバー ガー を食べ に行 きたいので

ある。

そこには、"FOODISYOURLIFE"
へ の強 い本能が動物的 な衝動 となって現われている。

まさに、いの ちがけのハ ンバ「ガーで ある。
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